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寒冷地における

小麦一大豆の輪作体系

岩手県農業試験場
県南分場長

大川
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期間内にあてはまるかを考える必要が生ずる。

図 1は岩手県南部(県南分場〉と県中北部(県農業試

験場本場〉の小麦と大豆の生育期聞を示したものであ

る。早生小麦の成熟期から次期作小麦の晩播限界期まで

は，県中北部は 7月15日から 9月 30日までの約 75日間

で，この期間では到底，大豆栽培ができないのに，県南

部は， 6月末"-'7月初めから10月20日までの 105日間程

度あ仏大豆の直播栽培では，生態型ITbの白目長葉品

種では，成熟期が小麦の播種期と若干重複するが， 1 a 

本県は畑地の占める割合が多いこともあり，生産力が 型の極早生品種を導入することで，体系化が可能と考え

低いながら古くから麦・大豆を主要な畑作物として広く られる。また，大豆の移植栽培により， 7月上旬の移植

でも成熟期の遅れを少なくして，この期間内の大豆栽培

が可能と考えられる。

これを東北6県の主な地域について比較すると，図 2

(昭和56年12月10日，東北地域水田作検討会資料から作

図ー1 県南と県北における麦類・大豆の栽培期間

作付していた。県南は麦一大豆の一年二毛作，県北はひ

えー麦一大豆の二年三毛作の輪作が主流で，麦は条播栽

培とし，麦あとの大豆は，麦聞に点播する手作業の麦間

作大豆が殆んどであった。

最近の麦および大豆の生産性の向上を図る機械化

技術は，現在の稲作省力高位機械化体系に見なら

い，麦作はドリノレ播や，全面全層播栽培による省力

多収技術の方向へ，また，大豆作は従来からの麦間

作様式から脱却した，播種から収穫までー一貫した機

械化体系に進みつつある。

こうしたなかで，麦一大豆の輪作は，それぞれの

成熟期と揺種期が重なることから，東北北部ほど困
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難となり，農家は殆んど麦・大豆を単作するものが現状 図〉に示すように，小麦成熟期から次期作小麦の播種期

となっている。その結果，大豆連作では，数年後には連 までの期聞が，概ね 100日を超える岩手県南から宮域，

作障害が発生し，また3 麦連作では土壌病害の発生や， 福島，山形では，小麦一大豆の輪作が作期の面から可能

休閑期 (7"-'9月〉の放任による畑地の雑草化などが聞 と考えられ，岩手県南(江刺市〉の平坦地では，東北北

題となり，一方，土地の有効利用の立場や転換畑の麦・ 部における小麦一大豆輪作体系の北限と考えられよう。

大豆の安定生産と定着化のためにも，麦一大豆の輪作体 極早生大豆の晩播における熟期と収量性

系の技術確立が急がれている。 岩手県南部平坦地〈県南分場:江刺市〉における小麦

ζ のためには，大豆栽培は麦刈取り後の晩播栽培の制 の成熟期は 6月末から 7月初めであり，小麦刈取りあと

約を受けることが必須となり，しかも 3 現在の国内麦類 の晩播大豆の播種期は 7月第 1"-'2半旬となる。また小

麦の安全晩播限界は10月20日ごろとなるので，大豆の成

図-2 東北地域の小麦と大豆の栽培期間

の需要から，成熟期の遅い小麦との組合せを要求される

現状にある。従って，温度的制約をもっ東

北地方での小麦一大豆のl愉作体系は，一層

きびしい条件のもとにおかれ3 多くの技術

的問題が指摘されている。

このような背景から，岩手県農業試験場

県南分場では昭和55年から，東北北部の限

界地での小麦一大豆の作付体系の課題に取

組み，小麦あとの①極早生大豆の導入，②

大豆移植栽培技術によるl愉作方策を検討し
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1. 岩手県南部における小麦一大豆輪作の可能性 熟期は10月15日ごろ迄のものが要求されることになる。

小麦一大豆の輪作体系を考えるとき，第ーに3 小麦の 昭和56年・・… 7月 4日に播種した極早生大豆品種の成

成熟期と次期作小麦の播種期との期聞が，大豆作の生育 熟期・収量・品質の試験成績概要は表 1のとおりである。
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密播晩播の極早生大豆は，キタコマチ，キタムスメ，東 日移植は成熟期がやや遅れ収量の低下は著しくないが，

北70号3 コガネダイズ等が 10，;月 -~15 日まで、に成熟期に達 小麦の播種期に近く， 55年度の結果は， 10月20日以降の

し，九州、|の夏大豆は開花期が遅いが，登熟が早い特性が 成熟期となり， 7月10日までの移植が望ましいとみられ

みられた。 た。極早生東北70号は早熟だが生育量が劣り極めて少収

収量は晩播であっても，前年より稔実英数が多く 3 多 となり，晩生東北65号は多収であるが，成熟期が11月に

くの極早生品種が200kg/10a台水準に達し，特にコガネ 入り，輪作上導入できないことが明らかとなった。

ダイズ，東北70号，キタムスメが多収であった。密植に 移植時の葉齢については，葉齢の進むほど熟期が早ま

よりトヨスズは増収したが，東北70号はやや減収した。 るが3 収量性からみて 1葉期移植が安定していると考え

100粒重は晩播によって英数の減少もあってか，むしろ られ，また，移植時の植付深度は，本年は土壌水分が高

増大の傾向がみられ，品質ではトヨスズ，キタ 表-1 極早生大豆の収量・品質

ムスメ等の北海道品種に褐斑粒が多く発生し，

品質低下が問題となった。東北70号，コネガダ

イズは小粒に難点があるが良質で、あった。

55年度の成績を含めて考察すると， (55年度

7月14日播試験結果は本誌第 293号 1981-4黒

川計民発表:東北地方における小麦一大豆の輪

作体系参照〉岩手県南平坦地において，小麦あ

との 7月初めの晩播大豆でも，極早生品種を直

播することで，小麦一大豆の輪作が可能なこと

を実証しえた。この場合やや小粒ではあるが，

褐斑粒等のウイノレス抵抗性を考慮し東北70号が

有望視された。

なお， 56年度も宮城県境に近い花泉町宇に現地

t番

椴栽度密 ト10
11自:aWJ 成熟 mJ 全重 子実重 百粒霊

種 ぽI t.'lt名

jVJ 
(月，日) (月.1'1) (kg/l0a) (kg/l0a) (g) 

1 キタコ 7 チ 7. 13 9. 20 647 300 24.6 
r:!l、 601 2 トヨスズ 14 10. 2 675 309 28.8 

J面 cml3 キタムスメ 15 9. 20 682 306 23.6 

xl~ ユウヒ j 16 9. 22 682 311 34.0 

250/ 月日

5 東北 70 号 13 9 . 24 639 320 21.2 
101 6 コガネダ長イズ 26 9. 26 643 215 18.1 
町内 7 (出白目 茶 24 10. 2 671 298 28.9 

810日ナン7'シロメ・ 24 10. 14 807 263 26.4 

21 キ1 クヨコス7 チズ 8. 4 10. 11 477 197 25.1 

11免 6α0n 
6 10. 22 497 180 28.0 

3 キタムスメ 4 10. 14 525 20~ 28.2 

X 
4 ユウヒメ 5 10. 21 494 194 37.2 

~ I ~コ11 yT北ネ 70 サズ
4 10. 12 493 248 22.6 

指 c8m 12 10. 15 58.1 265 17.7 
71 (Jt)白 目ダ長イ 菜 9 10. 21 497 222 32.6 
81 (J甘ナンプンロメ H 6 10. 20 481 204 24.9 

47/ 月日 601 2 !ヨスズ 8. 6 10. 21 641 254 28.1 

q4n3 5 
(lキIial タム ス メ

4 10. 15 52.5 212 29.6 

北 70 号来 4 10. 13 541 239 23.1 
四 7 I~I 日長 9 10. 23 537 209 32.5 

注)* 70cmX25cm 2本立 * * 70cm x 8 cm 1本立

障害t;';の程度・記号 :!: + * 排 出

% 0 1 -4 5 -14 15-29 30-49 50以上

椅斑粒の

陣容程度
品質

十 中中
‘十 If 

土 H 

+ 中上
If 

土 上中中下上下

出| 下上
州

出 H 

州 H 

中中上下

+ H 

併

下中中上上上附

土

試験を実施したが，台風15号による冠水被害を受け，大 く，顕著な差はみられなかったが， 55年成績も含め， 10 

幅に減収し品種間差は明らかで、なかった。 cm程度の深植が有効とみられた。

3. 晩播晩植大豆の熟期と収量 以上，小麦一大豆輪作における大豆の移植栽培は，中

小麦収穫後の大豆栽培として，移植栽培法が考えられ 生ナンブシロメを用い 7月 5-----10日ごろの移植期とし，

るので，今後の移植機械の開発を想定し， 7月初め以降 育苗日数17日苗程度の 1葉期苗を，土壌が乾燥する状態

の晩植大豆の生育収量性を昭和55年から検討・した。 では，深植によって， 200kg/10 a収量を確保できるとみ

昭和56年の結果は表2に示すとおりで， 7月10日まで られる。一方 6月末から 7月上旬の大豆の育苗は3 高温

の移植であれば，中生のナンプシロメでは10月15日まで による徒長が大きな問題点として残されている。

に成熟期に達し，次期作小麦の播種期に支障を及ぼぬこ おわりに

とが知られ，収量は200kg/10a程度とみられる。 7月15 以上，岩手県南地帯における小麦一大豆輪作体系につ

表-2 移植大豆の晩播晩植試験成績(昭56岩手県農試県南分場〉

区 名 i調 T記 王 f到 会 子 百 司
jjや~品fl1月/日4移jt) i l 

1111 

移4時(1t業i古lの紛車) 

市立i* 11'. 熱 茎 伏 実 本立

種 十j
(凡JVJ日) (月JU.l日)

長 JE 
(kg重/10.) (kgI/1t 0a) (重g) 

名 の!主 (cm) 皮

6/11-7/4 ナンブシロメ 1.4 - 1 7. 30 10. 13 61 中一多 499 201 23.5 中上
6/18-7/4 十ンプシロメ 0.2 - 18. 2 151 84 多ー甚 553 195 23.7 

ナンブンロメ 1.5 i主 8. 1 121 49 441 186 21.9 中上
ートンブシロメ 1.5 探 8. 1 141 42 少 407 192 23.7 If 

6/19-7/10 東北 65号 1.2 11 I 8. 6 11. 1 50 558 264 25.2 If 

東北 70号 0.6 11 1 7. 30 3 1 34 少 168 87 22.7 中中
白目長楽 0.6 11 1 8. 1 141 40 {般 264 133 26.7 If 

十ンプシロメ 0.6 1長 8. 2 10. 12 46 405 173 20.0 中中
ナンプシロメ 0.6 深 8. 2 131 46 中 433 184 21.0 中上

6/24-7/10 京北 65号 0.3 If 1 8. 8 11. 3 55 530 257 23.7 
*北 70号 0.2 11 1 7. 31 10.15 5 35 f敢 256 128 21.3 中中
白目長葉 0.2 11 1 8. 3 40 f敢 320 152 27.1 If 

6/22-7/15 ナンプシロメ 1.6 深 8. 2 10. 16 44 Iド 385 182 21. 7 中上
6/27-7/15 ナンアシロメ 1.2 If 1 8. 4 181 42 少 433 203 23.4 If 

7/2-7/15 ナンプシロメ 0.4 If 1 8. 7 191 49 中 409 185 21.9 中中

比)直播 (7/3) ナンプシロメ 8. 6 20 I 6そし三 I481 I 204 I 24.9 中上

いて，小麦の成熟期から次期作小麦播種主J]100日
を超えるところでは，大豆の栽培が可能である
実証を試みた結果を紹介した。その 1は極早生
大豆の直播であり p その 2は晩播晩植大豆をと
りあげ，ともに200kg台の収量水準に達すること

が明らかとなった。試験年度は55-----56年の異常

気象下での結果であり，平年並の気象下では若

干の収量向上も期待できるものと推定される。

直播と移植の比較は供試年数が浅く，結論に

は早いが，極早生大豆の直播が予想以上に収量

がえられたことから 3 育苗ー移植の機械化の困

難性を考えるとき，直播の方向がより省力的で

普及性が高いものと考えられる。

この試験を実施するにあたり，全農，黒川技

術顧問の御指導，御切言をいただき深く謝意を

表します。


